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【問題と目的】入学する大学生が多様化する中，大

学教育の質保証を実現する取り組みが広がっている。

大学教育が学生の成長に及ぼす影響が議論されるこ

とが多い一方で，近年は，大学の正課授業のみなら

ず，大学生活の過ごし方に焦点を当てた研究もみら

れる。 

松島・尾崎（2013）の４年次生を対象とした大学

生活で獲得した力に関する調査研究では，人間関係

を構築する力や自立的な姿勢に関する力が多く抽出

され，また，学生にとってこれらの力は，授業外，

大学外で養成されているという認識が高いことを明

らかにしている。学生の成長を規定する要因は学年

により異なることが予想されるが，先行研究におい

ては，大学の各学年で身につける力や各学年の特徴

に焦点を当てた研究はほとんどみられない。 

そこで，本研究では，大学生活において身につい

た力について，各学年の特徴を中心に検討すること

を目的とする。 

【方 法】 

調査対象者：2014 年１月，心理関係学部に在籍する

１～４年生の女子大学生 160 名（１年生 38 名，２年

生 42 名，３年生 64 名，４年生 16 名）を対象に調査

を実施した。 

調査内容：大学生活で身につけた力：「これまでの大

学生活を振り返り，修得した，身についたと思う力

（知識・技能・態度等）を，５つ挙げて下さい。（学

内だけではなく，大学外で身につけた力でも構いま

せん」と教示し，自由記述で回答する様求めた（実

際は５つ全て挙げていない対象者もみられた）。 

【結果と考察】調査で得られた「大学生活において

身につけた力」に関する 557 の自由記述について，

松島・尾崎(2013)で使用した 20 のカテゴリーを参考

にしながら筆者それぞれで分類を行った。カテゴリ

ー分類が一致しなかった記述に関しては協議の上で

分類を行った。なお，松島・尾崎(2013)から，カテ

ゴリーの追加や削除を行い，本研究では最終的に 21

カテゴリーを設定した（表１）。 

全学年共通して，該当者数が多かったのが，「コミ

ュニケーション」「専門的知識・スキル」「自己管理

能力」であり，コミュニケーションに関しては，い

ずれの学年も半数以上の対象者が身につけたと回答

した。これらの力の該当者が多かったことについて

は，松島・尾崎(2013)と同様の傾向であった。また，

「主体性・積極性・行動力」や「専門以外の知識・

スキル」についても該当者が多かった。 

各学年における回答の傾向について，１年生は計

画性や時間の使い方，自己統制等に関する「自己管

理能力」や「専門的知識・スキル」が高い傾向がみ

られ，２・３年生はコミュニケーションを挙げてい

る学生が１・４年生よりも多くみられた。しかし，

学年差を調べるため χ2検定を行ったところ，「コミ

ュニケーション」にのみ有意差がみられ，明確な学

年差は見出されなかった。 
表１ 各学年における大学生活において身についた力

＊数値の％は，各学年における，それぞれの力を身につけたと

記載した者の割合。 

1年 2年 3年 4年

(n=38) (n=42) (n=64) (n=16)

20 32 50 9

52.6% 76.2% 78.1% 56.3%

5 8 15 4

13.2% 19.0% 23.4% 25.0%

15 9 19 3

39.5% 21.4% 29.7% 18.8%

2 3 8 0

5.3% 7.1% 12.5% 0.0%

10 11 12 0

26.3% 26.2% 18.8% 0.0%

4 6 5 3

10.5% 14.3% 7.8% 18.8%

15 9 21 6

39.5% 21.4% 32.8% 37.5%

2 3 4 0

5.3% 7.1% 6.3% 0.0%

3 5 2 4

7.9% 11.9% 3.1% 25.0%

8 5 5 1

21.1% 11.9% 7.8% 6.3%

3 4 5 0

7.9% 9.5% 7.8% 0.0%

3 2 5 3

7.9% 4.8% 7.8% 18.8%

2 6 5 0

5.3% 14.3% 7.8% 0.0%

0 2 1 0

0.0% 4.8% 1.6% 0.0%

1 2 2 0

2.6% 4.8% 3.1% 0.0%

1 0 1 1

2.6% 0.0% 1.6% 6.3%

3 3 12 1

7.9% 7.1% 18.8% 6.3%

1 0 1 1

2.6% 0.0% 1.6% 6.3%

4 8 4 1

10.5% 19.0% 6.3% 6.3%

3 2 2 1

7.9% 4.8% 3.1% 6.3%

2 1 1 1

5.3% 2.4% 1.6% 6.3%

19.学習態度

20.体力

21.おしゃれ・女子力

13.社会（働く力）

14.継続力

15.文章力

16.集中力

17.考える力

18.運転

7.専門的知識・スキル

8.責任感

9.PC

10.生活習慣

11.リーダーシップ

12.忍耐力

6.情報収集発信

1.コミュニケーショ ン

2.主体性・積極性・行動力

3.自己管理能力

4.協調性

5.専門以外
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